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発表概要 

四国地方整備局では台風１８号に備えるため、１０月７日（水）

１６：００から災害対策本部会議を開催し、１６時３０分警戒体制

に入りました。状況については、別紙のとおりです。 

施設被害の発生または、体制解除した際は改めて発表します。 

 
 

問い合わせ先

四国地方整備局災害対策本部 

 四国地方整備局 企画部 課長補佐 井坪 慎二 

  TEL ０８７－８１１－８４８８（災害本部直通） 

    FAX ０８７－８１１－８４１０（災害本部直通） 

 



記者発表資料 

四国地方整備局状況（第１報） 

 

１．台風の概要 

<07 日 15 時の実況>  

大きさ -  

強さ    非常に強い  

存在地域   種子島の東南東 約 160km  

中心位置   北緯 29 度 55 分(29.9 度)  

東経 132 度 30 分(132.5 度)  

進行方向、速さ  北北東 35km/h(19kt)  

中心気圧   945hPa  

中心付近の最大風速 45m/s(85kt)  

最大瞬間風速  60m/s(120kt)  

25m/s 以上の暴風域 全域 220km(120NM)  

15m/s 以上の強風域 東側 560km(300NM)  

西側 430km(230NM)  

  

２．対応状況 

①四国地方整備局の体制 

●災害対策本部の状況 

・平成２１年１０月７日１６：００より整備局長を本部長とする災害対策本部会議

を開催しました。 

・四国地方整備局災害対策本部は、平成２１年１０月７日１６：３０に警戒体制に

入りました。 

 

●災害対策支部の設置状況 

・別紙―１のとおり 

 

②本部会議開催状況 

第１回 10/7 16:00～  

今後以下の本部長指示事項に基づき対応していくこととなりました。 

●本部長（四国地方整備局長）指示事項 

１）最新の台風情報を把握するとともに、自治体等とも連携し、管内の状

況を常に把握するよう努めること。 

２）被害等が発生した場合は、直轄・補助を問わず状況を速やかに把握す

ること。 

３）被害等の発生に備え、防災ヘリコプターや災害対策用機械等を直ちに

出動できるよう準備を進めておくこと。 

４）自治体・関係機関等と連携し、情報の共有に努めるとともに、把握し

ている情報の発信に努めること。 
 



平成２１年１０月　７日　　１７時００分現在

１．災害対策本部の設置状況

　国土交通省四国地方整備局は、１０月７日１６時３０分に警戒体制に入りました。

２．災害対策支部の設置状況

　四国地方整備局管内の各事務所の防災体制は次のとおりです。

県　名 事務所・ダム管理所等
防災体制状況

注意 警戒 非常

徳 島 県 徳島河川国道事務所 ●

那賀川河川事務所 ●

四国山地砂防事務所

吉野川ダム統合管理事務所

小松島港湾・空港整備事務所 ●

香 川 県 香川河川国道事務所

四国技術事務所

国営讃岐まんのう公園事務所

高松港湾・空港整備事務所

高松港湾空港技術調査事務所

愛 媛 県 松山河川国道事務所

大洲河川国道事務所

山鳥坂ダム工事事務所

野村ダム管理所

松山港湾・空港整備事務所

高 知 県 高知河川国道事務所 ●

中村河川国道事務所 ●

中筋川総合開発工事事務所 ●

土佐国道事務所 ●

大渡ダム管理所 ●

高知港湾・空港整備事務所

別紙－１
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